






































































位中将下襲皆練也、　　　　　  （『後二条師通記』寛治 5 年 10 月 16 日条 10）
　「殿下」は師実、「予」は師通自身、「三位中将」は長男の忠実（1078 ～ 1162）
のことで、掻練を着用しているのは 13 歳の忠実である（下線部 b）。
　続いて、忠実の著した『殿暦』に康和 3 年（1101）から 5 年にかけて 3 例あり、
ひらがなで「かいねり」、あるいはカタカナで「カイネリ」と表記されている。
（2）　三日、甲子、天晴、今日臨時客、尊者内府、……余織物下かさね、桜もゑき、
（c）内府かいねりかさね、　　　　　　　　　　（『殿暦』康和 3 年 1 月 3 日条）
　用例（1）の 10 年後、右大臣となった忠実は 1 月 3 日に臨時客を行った。そ
の時に主催者の忠実は織物の下襲に桜萌黄の衣装を身につけたのに対して、主賓
であった内大臣の源雅実が「かいねりかさね」を着用していたと記している（下









　続いて『愚昧記』 承安 2 年（1172）でも、1 月 3 日に行われる行事に「皆練」
の下襲を着用するとしている（下線部 f）。
（5）　着二直衣・布袴一之時、（f）用二皆練下襲一・紅梅平尾等、件装束皆具……


















葉字類抄』（1177 ～ 1181 年頃の成立）では、「掻練」と「火色」が同じであると
説明されており（下線部 i）、これ以降、鎌倉前期にかけても「掻練」の語は見ら
れるが、掻練が何をさすのかがあいまいになってくる。
































に 76 例、鎌倉時代中期に 1 例であった 16。









































































15. 注 9 に記載した『平安朝服飾百科辞典』を参照。『桃華蘂葉』及び『飾抄』の本文は『群
書類従』所収の本文で確認した。
16. 検索にはジャパンナレッジのデータベース、『新編国歌大観 DVD-ROM』を利用した。










19. 黒木香「『篁物語』成立考─兵衛佐を手掛りとして」（『国文学攷』 112 号、1986 年 12 月）
に指摘がある。
